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【 請 求 項 １ 】
　 次 の 官 能 基 ：
－ 　 -Ｓ Ｏ 3 Ｈ に 変 換 可 能 な 官 能 基 た は
－ 　 -Ｃ Ｏ Ｏ Ｈ に 変 換 可 能 な 官 能 基
を 含 む 熱 可 塑 性 (パ ー )フ ッ 素 化 ポ リ マ ー の 水 中 コ ロ イ ド 分 散 体 を 用 い て 行 わ れ る 、 使 用 条
件 下 で 不 活 性 な ポ リ マ ー 化 合 物 に よ り 形 成 さ れ る 多 孔 性 基 体 の 含 浸 方 法 で あ っ て 、
該 水 性 分 散 体 中 の 熱 可 塑 性 (パ ー )フ ッ 素 化 ポ リ マ ー が 、 次 の モ ノ マ ー ：
(Ａ )　 少 な く と も 一 つ の エ チ レ ン 不 飽 和 を 含 む １ 以 上 の (パ ー )フ ッ 素 化 モ ノ マ ー か ら 導 か
れ る モ ノ マ ー 単 位 、 お よ び
(Ｂ )　 上 記 の 酸 性 基 に 変 換 可 能 な 官 能 基 を 含 む １ 以 上 の (パ ー )フ ッ 素 化 コ モ ノ マ ー
の 乳 化 重 合 に よ り 得 る こ と が で き 、 該 方 法 が 、 次 の 工 程 ：
１ ） 　 少 な く と も 次 の モ ノ マ ー ：
(Ａ )　 少 な く と も １ つ の エ チ レ ン 不 飽 和 を 含 む １ 以 上 の (パ ー )フ ッ 素 化 モ ノ マ ー か ら 導 か
れ る モ ノ マ ー 単 位 、 お よ び
(Ｂ )　 上 記 の 酸 性 基 に 変 換 可 能 な 官 能 基 を 含 む １ 以 上 の (パ ー )フ ッ 素 化 コ モ ノ マ ー
の 乳 化 重 合 に よ る 、 熱 可 塑 性 (パ ー )フ ッ 素 化 ポ リ マ ー の 水 性 コ ロ イ ド 分 散 体 の 調 製 ；
２ ） ａ )　 ラ テ ッ ク ス 中 に １ ０ ％ ～ ６ ５ 重 量 ％ 、 好 ま し く は ２ ０ ％ ～ ５ ０ 重 量 ％ の 固 形 分
含 量 を 有 す る １ ） で 得 ら れ る 分 散 体 の 濃 縮 ま た は 希 釈 ；
ｂ ） 　 ４ ０ ｍ Ｎ /ｍ よ り 低 面 張 力 の 分 散 体 を 得 る た め の 界 面 活 性 剤 の 任 意 の 添 加 ；
３ ） 　 ２ ｂ ） で 得 ら れ る ラ テ ッ ク ス に よ る 多 孔 性 基 体 の 含 浸 ；
４ ） 　 熱 可 塑 性 イ オ ノ マ ー 性 ポ リ マ ー の ガ ラ ス 転 移 温 度 よ り ２ ０ く て 、 ２ ０ ０ ℃ 以

範 囲 の 温 度 で 操 作 す る 熱 処 理 ；
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５ ） 　 ａ )　 当 量 が ６ ５ ０ ｇ /ｅ ｑ よ り 低 い と き 、 イ オ ノ マ ー 架 橋 ；
ｂ )　 ６ ０ ℃ と 水 溶 液 の 沸 点 の 間 の 温 度 で 、 膜 を 塩 基 性 水 溶 液 と 接 触 さ せ 、 引 き 続 き 室 温
で 、 洗 浄 水 の ｐ Ｈ が ほ と ん ど 中 性 に な る ま で 、 膜 を 脱 イ オ ン 水 中 に 浸 漬 し て 洗 浄 す る こ と
に よ る 、 イ オ ノ マ ー の 官 能 基 の 対 応 す る 塩 へ の 変 換 ；
６ ） 　 任 意 に 、 室 温 で 、 無 機 の 強 酸 の 酸 性 水 溶 の 浸 漬 に よ る 膜 処 理 、 お よ び 洗 浄 水 の
ｐ Ｈ が ほ ぼ 中 性 に な る ま で 脱 イ オ ン 水 中 へ の 浸 漬 に よ る 洗 浄 ；
を 含 む 、 多 孔 性 基 体 の 含 浸 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ポ リ マ ー が ６ ５ ０ ｇ /ｅ ｑ よ り 高 い 、 好 ま し く は ７ ５ ０ ｇ /ｅ ｑ よ り 高 い 当 量 を 有 す る と
き 、 工 程 ５ ａ )の 架 橋 が 任 意 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ガ ー レ ー 数 ＞ １ ０ ０ ０ ０ (Ａ Ｓ Ｔ Ｍ 　 Ｄ ７ ２ ６ -５ ８ )で あ る 完 全 に 塞 が れ た 膜 を 得 る ま
で 、 工 程 ３ )お よ び ４ )が 繰 り 返 さ れ る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 工 程 ３ )に お い て 基 体 が 、 １ ５ 重 量 ％ よ り 高 い 、 好 ま し く は ２ ０ 重 量 ％ よ り 高 い 濃 度 を
有 す る ラ テ ッ ク ス 中 に 浸 漬 さ れ る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 本 発 明 の 方 法 に お い て 用 い ら れ る 多 孔 性 基 体 が 、 (ａ )　 小 繊 維 に よ り 互 い に 連 結 し た 結
節 を 含 む 多 孔 質 構 造 、 お よ び /ま た は (ｂ )　 相 互 に 連 結 し た 小 繊 維 の み に よ り 形 成 さ れ て
い る 多 孔 性 構 造 、 ま た は (ｃ )　 組 織 を 有 す る 膜 で あ り 、 好 ま し く は 膜 が ０ .２ μ の 多 孔 度
を 有 す る タ イ プ (ａ )で あ る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 フ ッ 素 化 イ オ ノ マ ー の 熱 可 塑 性 (パ ー )フ ッ 素 化 ポ リ マ ー 前 駆 体 が 、 ３ ８ ０ ～ １ ８ ０ ０ 、
好 ま し く は ５ ５ ０ ～ １ ２ ０ ０ ｇ /ｅ ｑ の 当 量 を 有 す る 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 熱 可 塑 性 ポ リ マ ー に お け る 、 タ イ プ (Ａ )の (パ ー )フ ッ 素 化 モ ノ マ ー が 、 次 の ：
－ 　 ビ ニ リ デ ン フ ル オ ラ イ ド (VDF)；
－ 　 Ｃ 2 ～ Ｃ 8 パ ー フ ル オ ロ オ レ フ ィ ン 、 好 ま し く は テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン (TFE)；
－ 　 ク ロ ロ ト リ フ ル オ ロ エ チ レ ン (CTFE)お よ び ブ ロ モ ト リ フ ル オ ロ エ チ レ ン の よ う な 、 Ｃ

2 ～ Ｃ 8 ク ロ ロ -お よ び /ま た は ブ ロ モ -お よ び /ま た は ヨ ー ド -フ ル オ ロ オ レ フ ィ ン ；
－ 　 (パ ー )フ ル オ ロ ア ル キ ル ビ ニ ル エ ー テ ル (PAVE)Ｃ Ｆ 2 =Ｃ Ｆ Ｏ Ｒ f 、 (こ こ で 、 Ｒ f は Ｃ 1

～ Ｃ 6 (パ ー )フ ル オ ロ ア ル キ ル 、 例 え ば ト リ フ ル オ ロ メ チ ル 、 ブ ロ モ ジ フ ル オ ロ メ チ ル 、
ペ ン タ フ ル オ ロ プ ロ ピ ル で あ る )；
－ 　 パ ー フ ル オ ロ -オ キ シ ア ル キ ル ビ ニ ル エ ー テ ル Ｃ Ｆ 2 =Ｃ Ｆ Ｏ Ｘ 、 (こ こ で 、 Ｘ は 、 １ 以
上 の エ ー テ ル 基 を 有 す る Ｃ 1 ～ Ｃ 1 2 パ ー フ ル オ ロ -オ キ シ ア ル キ ル 、 例 え ば パ ー フ ル オ ロ -
２ -プ ロ ポ キ シ -プ ロ ピ ル で あ る )
か ら 選 択 さ れ ：
タ イ プ (Ｂ )の フ ッ 素 化 モ ノ マ ー が 、 次 の ：
－ 　 Ｆ 2 Ｃ =Ｃ Ｆ -Ｏ -Ｃ Ｆ 2 -Ｃ Ｆ 2 -Ｓ Ｏ 2 Ｆ ；
－ 　 Ｆ 2 Ｃ =Ｃ Ｆ -Ｏ -[Ｃ Ｆ 2 -Ｃ Ｘ Ｆ -Ｏ ] n -Ｃ Ｆ 2 -Ｃ Ｆ 2 -Ｓ Ｏ 2 Ｆ ；
（ こ こ で 、 Ｘ =Ｃ ｌ 、 Ｆ ま た は Ｃ Ｆ 3 ； ｎ =１ ～ １ ０ の 整 数 ）
－ 　 Ｆ 2 Ｃ =Ｃ Ｆ -Ｏ -Ｃ Ｆ 2 -Ｃ Ｆ 2 -Ｃ Ｆ 2 -Ｓ Ｏ 2 Ｆ ；
－ 　 Ｆ 2 Ｃ =Ｃ Ｆ -Ａ ｒ -Ｓ Ｏ 2 Ｆ  (こ こ で 、 Ａ ｒ は ア リ ー ル 環 で あ る )；
－ 　 Ｆ 2 Ｃ =Ｃ Ｆ -Ｏ -Ｃ Ｆ 2 -Ｃ Ｆ 2 -Ｃ Ｆ 2 -Ｃ Ｏ Ｆ ；
－ 　 Ｆ 2 Ｃ =Ｃ Ｆ -Ｏ -[Ｃ Ｆ 2 -Ｃ Ｘ Ｆ -Ｏ ] n -Ｃ Ｆ 2 -Ｃ Ｆ Ｘ -Ｃ Ｏ Ｆ
（ こ こ で 、 Ｘ =Ｃ ｌ ， Ｆ ま た は Ｃ Ｆ 3 ； ｎ は 上 記 の と お り で あ る ）
の １ 以 上 か ら 選 択 さ れ る 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 (パ ー )フ ッ 素 化 イ オ ノ マ ー が 、 式 ：
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(Ｒ 1 Ｒ 2 )Ｃ =Ｃ Ｈ -(Ｃ Ｆ 2 ) m -Ｃ Ｈ =Ｃ (Ｒ 5 Ｒ 6 )　 　 　 　 （ Ｉ ）
［ 式 中 、 ｍ は ２ ～ １ ０ 、 好 ま し く は ４ ～ ８ の 整 数 で あ り ；
Ｒ 1 、 Ｒ 2 、 Ｒ 5 、 Ｒ 6 は 同 一 ま た は 異 な っ て 、 水 素 ま た は Ｃ 1 ～ Ｃ 5 ア ル キ ル 基 で あ る ］
の ビ ス -オ レ フ ィ ン か ら 導 か れ る モ ノ マ ー 単 位 を ０ .０ １ ～ ５ モ ル ％ 含 む 、 請 求 項 ７ に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 フ ッ 素 化 イ オ ノ マ ー が 、 ：
－ 　 Ｔ Ｆ Ｅ か ら 導 か れ る モ ノ マ ー 単 位 ；
－ 　 Ｃ Ｆ 2 =Ｃ Ｆ -Ｏ -Ｃ Ｆ 2 Ｃ Ｆ 2 Ｓ Ｏ 2 Ｆ か ら 導 か れ る モ ノ マ ー 単 位 ；
－ 　 任 意 に 、 式 (Ｉ )の ビ ス -オ レ フ ィ ン か ら 導 か れ る モ ノ マ ー 単 位 ；
－ 　 任 意 に 、 末 端 位 に お け る ヨ ウ 素 原 子
を 含 む 、 請 求 項 ７ ま た は ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 工 程 ５ ａ )の 架 橋 が 、 イ オ ン 性 お よ び ラ ジ カ ル 経 路 の 両 方 に よ り 、 好 ま し く は 過 酸 化 物
経 路 に よ り 起 こ り 得 る 、 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 ラ ジ カ ル 型 の 架 橋 が 、 式 (Ｉ )の ビ ス -オ レ フ ィ ン の 単 位 お よ び 高 分 子 鎖 の 末 端 位 の ヨ ウ
素 を 含 む イ オ ノ マ ー を 用 い る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 架 橋 組 成 物 が ：
(ａ )　 ポ リ マ ー に 対 し て ０ .５ ～ １ ０ 重 量 ％ 、 好 ま し く は １ ～ ７ 重 量 ％ の 範 囲 の 量 の 架 橋
助 剤 ；
(ｂ )　 任 意 に 弱 酸 塩 と 結 合 し て い て も よ い 二 価 の 金 属 の 酸 化 物 ま た は 水 酸 化 物 か ら 選 択 さ
れ 、 ポ リ マ ー に 対 し て １ ～ １ ５ 重 量 ％ 、 好 ま し く は ２ ～ １ ０ 重 量 ％ の 範 囲 の 量 の 金 属 化 合
物 ；
(ｃ )　 増 粘 剤 、 色 素 、 抗 酸 化 剤 、 安 定 化 剤 な ど の よ う な 、 そ の 他 の 通 常 の 添 加 剤 ；
(ｄ )　 無 機 ま た は ポ リ マ ー の 強 化 用 充 填 剤 、 好 ま し く は 任 意 に 小 繊 維 化 で き る Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ ；
を 含 む 請 求 項 １ ０ ま た は １ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 ラ テ ッ ク ス が 、 ５ ～ ４ ０ ０ ｎ ｍ 、 好 ま し く は ２ ０ ～ １ ０ ０ ｎ ｍ の 直 径 を 有 す る 粒 子 を 含
む 、 請 求 項 １ ～ １ ２ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 工 程 １ )に お い て 、 イ オ ノ マ ー 性 の 熱 可 塑 性 ポ リ マ ー の コ ロ イ ド 状 水 性 分 散 体 中 に 、 式
：
　 　 Ｒ f -Ｘ

- Ｍ +

［ 式 中 、 Ｒ f は Ｃ 5 ～ Ｃ 1 6 (パ ー )フ ル オ ロ ア ル キ ル 鎖 ま た は (パ ー )フ ル オ ロ ポ リ オ キ シ ア ル
キ レ ン 鎖 で あ り 、 Ｘ - は -Ｃ Ｏ Ｏ - ま た は -Ｓ Ｏ 3

- で あ り 、 Ｍ + は Ｈ + 、 Ｎ Ｈ 4
+ 、 ア ル カ リ 金 属

イ オ ン か ら 選 択 さ れ る ］
の フ ッ 素 化 界 面 活 性 剤 が 存 在 す る 、 請 求 項 １ ～ １ ３ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 工 程 ２ ｂ )で 用 い ら れ る 界 面 活 性 剤 が 、 非 イ オ ン 性 、 イ オ ン 性 ま た は 両 性 界 面 活 性 剤 で
あ り ； ア ニ オ ン 性 お よ び 非 イ オ ン 性 界 面 活 性 剤 の 混 合 物 が 好 ま し く 用 い ら れ 、 こ こ で 界 面
活 性 剤 分 子 の 疎 水 性 部 分 が 炭 化 水 素 、 フ ッ 化 炭 素 、 フ ッ 化 ポ リ エ ー テ ル ま た は シ リ コ ン タ
イ プ で あ り 得 る 、 請 求 項 １ ～ １ ４ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 界 面 活 性 剤 が 、 エ ト キ シ ル 単 位 の 数 が ９ ～ １ ０ の 間 で あ る オ ク チ ル フ ェ ノ キ シ ポ リ エ ト
キ シ エ タ ノ ー ル 化 合 物 で あ り 、 ラ テ ッ ク ス に 対 し て １ ～ ２ ０ 重 量 ％ 、 さ ら に 好 ま し く は ３
～ １ ０ 重 量 ％ の 量 で あ る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 工 程 ６ )の 後 に 、 さ ら に 加 熱 工 程 が １ ５ ０ ℃ ～ ２ １ ０ ℃ の 温 度 で 行 わ れ る 、 請 求 項 １ ～
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１ ６ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
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